
基本理念 みんなで育む　子どもの笑顔　子育ての喜びが実感できるまち金沢 金沢市の出生数・出生率

基本的視点 ・限られた子育て期間に親子が豊かな時間を共有できる環境づくり

H22
～Ｈ25 H26

１　子育てに対する意識の向上 14 1 1 4

２　地域の子育て支援施策の充実 35 6 6

３　効果的な子育て情報の提供 4 1

４　子育てにかかわる人材育成 15 3 2 4

５　児童虐待防止体制の充実 11 3

６　特に配慮を必要とする家庭への支援の充
実

40 2 2

１　ワーク・ライフ・バランスの推進 10 3 2 5 金沢市の児童の居場所

２　多様で弾力的な保育サービス等の充実 13 4 1

１　次代を担う親の育成 35 13 3 7

２　よきパートナーとの出会いと生活自立の
支援

4 5 4

１　親と子の健康の確保 30 1 2 3

２　小児医療体制の整備 9

３　発達の遅れや障害のある子どもへの支援 18 4 1 1

４　不妊への支援の充実 2

１　「子育てバリアフリーのまち金沢」の推
進

10 1 2

２　良質な住宅の確保と住環境の整備 6

３　子どもの安全の確保 14 3

計 270 49 12 39
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５．子どもを取り巻
く安全で優しい生活
環境をつくる

基本方針

１．親と子どもが心
豊かに社会と向きあ
える子育て環境をつ
くる

２．仕事と生活が調
和できる環境をつく
る

３．金沢市を担う未
来の親の育成と若者
の自立を支援する

４．子どもと家族の
心と体の健康づくり
を支援する

・金沢で生まれ育った子どもたちが再び金沢で子育てしたいと思えるまちづくり

基本施策

事業数

「かなざわ子育て夢プラン2010」（平成22年度～平成26年度）
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１ 子どもと子育て支援を総合的に推進するための計画の策定  

① 「子ども・子育て支援事業計画」を策定するとともに、市民や関係者に対する 

周知・広報に努めるなど、子ども・子育て支援新制度への円滑な移行 

      計画期間（平成 27 年度～31 年度） 

 

② 少子化対策の基本計画となる「かなざわ子育て夢プラン２０１５（仮称）」を策定 

     計画期間（平成 27 年度～31 年度） 

 

 

２ 子ども医療費助成制度の見直し  

○ 「子育て支援医療費」について、通院分の助成を中学校３年生まで拡大 

 

 

３ 母子保健事業の充実  

① 安心「妊娠・出産・育児」支援ネットワークとして、妊娠から出産、育児まで切れ目なく 

支援するために、医療・保健・福祉の連携を強化 

 

② 全ての出生世帯に対して、生後３か月までに助産師、保健師による訪問指導を実施し、  

地域の社会資源（こども広場など）へつなげる。   

 

③ 児童相談所や民生児童委員等と連携した児童虐待防止 

 

 

４ 仕事と生活が調和できる環境をつくる   

① 保育所入所の調整及び入所までの支援等を実施するために、保育利用支援員を配置 

 

② 男性の働き方を見直し、育児・介護・地域活動への参加を促すワーク・ライフ・バランス 

セミナーを開催 

 

 

 

 

 

５ 子どもをとりまく安全でやさしい生活環境をつくる  

① 私立保育所に対して、小学校入学を控えた５歳児クラスの保育を充実させるため、保

育士の加配を支援 

 

② アレルギー児の対応など給食環境の向上をめざし、栄養士を配置した保育所に対し 

助成 

 

③ 市立保育所に防災士資格取得者を配置し、保育所の安全管理体制を強化 

 

 

６ 親と子どもが心豊かに社会と向き合える子育て環境をつくる  

① 北陸新幹線開業に向け、金沢駅こどもらんどをリニューアル 

  

② 戸板児童館（仮称）の建設（H27 開館）に本格着手 

 

③ 大浦児童館（仮称）の建設（H28 開館）に向け、実施設計等を実施  

 

 

７ 発達の心配や障害のある子どもへの支援  

○ 相談件数の増加に対応するため、富樫幼児相談室を改修し、相談体制を拡充 

 

 

８ 児童虐待防止対策の推進  

○ 児童虐待防止のシンボル「オレンジリボン」の周知促進 

 

平成 26 年度 子ども・子育て関連重点施策 

～子育ての喜びが実感できるまちへ～ 


